
花
澤
哲
文
提
出
学
位
申
請
論
文
（
課
程
博
士
）

『
高
山
樗
牛
研
究
』
審
査
要
旨

論
文
の
内
容
の
要
旨

本
論
文
は
、
日
本
の
近
代
文
学
の
展
開
期
、
す
な
わ
ち
一
八
九
〇
年
前
後
か
ら
一
九
〇
〇
年

代
前
半
に
か
け
て
活
躍
し
た
高
山
樗
牛
の
文
壇
登
場
作
『
滝
口
入
道
』、
お
よ
び
そ
れ
を
め
ぐ

っ
て
樗
牛
と
坪
内
逍
遙
と
の
間
に
生
じ
た
「
歴
史
劇
論
争
」
を
と
り
あ
げ
、
そ
の
文
学
史
的
・

文
化
史
的
意
義
を
考
究
す
る
こ
と
を
主
な
内
容
と
す
る
。

『
滝
口
入
道
』
は
一
八
九
四
年
（
明
治
二
十
七
年
）、
高
山
林
次
郎
（
樗
牛
）
が
東
京
帝
国
大

学
文
科
大
学
哲
学
科
一
年
在
学
中
、『
読
売
新
聞
』
の
「
歴
史
小
説
・
歴
史
脚
本
」
懸
賞
募
集

に
応
募
し
、「
優
等
」（
た
だ
し
二
等
）
に
選
ば
れ
た
作
品
で
、
同
年
四
月
十
六
日
か
ら
五
月
三
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十
日
ま
で
三
十
三
回
に
わ
た
っ
て
同
紙
に
連
載
さ
れ
た
。
樗
牛
は
匿
名
で
応
募
し
、
連
載
中
も

作
者
名
を
公
に
す
る
こ
と
を
し
な
か
っ
た
。

『
滝
口
入
道
』
は
「
恋
愛
」「
武
士
道
」「
出
家
」
な
ど
の
テ
ー
マ
と
、「
美
文
」
と
言
わ
れ
る

文
体
（
叙
述
法
）
と
が
あ
い
ま
っ
て
同
時
代
文
学
の
代
表
作
と
し
て
も
て
は
や
さ
れ
た
。
同
時

に
、
樗
牛
は
雑
誌
『
帝
国
文
学
』
や
総
合
雑
誌
『
太
陽
』（
文
芸
欄
主
筆
）
を
中
心
に
文
芸
・

美
術
・
哲
学
・
歴
史
学
・
倫
理
学
・
論
理
学
・
文
明
論
・
宗
教
論
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
り
、
旺

盛
に
筆
を
執
り
、
文
壇
・
論
壇
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。

し
か
し
、
一
九
三
〇
年
前
後
の
「
昭
和
モ
ダ
ニ
ズ
ム
」
の
時
代
に
樗
牛
熱
は
急
速
に
薄
れ
た
。

そ
の
要
因
と
し
て
論
者
は
「
樗
牛
特
有
の
美
意
識
に
裏
打
ち
さ
れ
た
ロ
マ
ン
テ
ィ
シ
ズ
ム
と
、

そ
れ
を
表
現
し
た
『
美
文
』
の
ス
タ
イ
ル
が
大
き
く
関
係
し
て
い
る
」
と
し
、
逆
に
樗
牛
文
学

（
小
説
・
評
論
）
に
「
内
在
」
し
た
「
可
能
性
」
を
さ
ぐ
る
こ
と
が
日
本
文
学
史
・
文
化
史
・

精
神
史
を
解
明
す
る
有
力
な
手
が
か
り
に
な
る
と
提
言
す
る
（
序
章
「
は
じ
め
に
」）。

樗
牛
研
究
は
現
在
ま
で
ま
と
ま
っ
た
も
の
が
少
な
い
。
そ
の
要
因
は
樗
牛
が
生
前
「
豹
変
博

─ ２ ─



士
」
と
異
名
を
と
る
ほ
ど
思
想
的
に
多
様
、
多
彩
で
、
飛
躍
も
多
く
、
前
記
の
よ
う
に
評
論
を

多
作
し
た
こ
と
に
あ
る
。
論
者
は
こ
う
し
た
研
究
状
況
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
以
下
の
各
章
の
よ

う
に
研
究
を
進
め
る
。

は
じ
め
に

（
一
頁
〜
二
頁

一
頁＝

六
十
三
字
×
二
十
三
行
）

第
一
章
『
滝
口
入
道
』
論

（
三
頁
〜
七
十
一
頁
）

第
二
章
『
滝
口
入
道
』
の
エ
ク
リ
チ
ュ
ー
ル

（
七
十
二
頁
〜
百
四
十
頁
）

第
三
章

歴
史
劇
論
争
（
樗
牛
と
逍
遙
）

（
百
四
十
一
頁
〜
百
七
十
七
頁
）

お
わ
り
に

（
百
七
十
八
頁
〜
百
八
十
一
頁

計
四
百
字
換
算
六
百
五
十
五
枚
）

第
一
章
で
は
、『
滝
口
入
道
』
に
つ
い
て
作
者
の
側
か
ら
の
「
評
釈
」
を
目
的
に
論
を
展
開

す
る
。

ま
ず
、
樗
牛
の
「
美
文
」
が
す
で
に
福
島
中
学
校
在
学
中
の
日
記
『
光
陰
誌
行
』
（
十
四
歳
）

や
創
作
『
春
日
芳
草
之
夢
』（
十
五
歳
）
に
窺
え
、
そ
れ
ら
が
漢
詩
の
影
響
に
よ
る
こ
と
を
明

ら
か
に
す
る
。
ま
た
、『
滝
口
入
道
』
の
登
場
人
物
斎
藤
時
頼
の
、
み
や
び
を
誇
る
平
家
の
公
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達
に
対
す
る
反
俗
的
な
精
神
（
武
士
的
心
情
）
や
横
笛
と
の
恋
（
恋
愛
感
情
）
な
ど
が
、
北
村

透
谷
「
厭
世
詩
家
と
女
性
」
に
見
ら
れ
る
近
代
的
な
恋
愛
観
や
美
意
識
に
通
じ
る
こ
と
を
実
証

す
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
透
谷
の
理
論
の
中
核
で
あ
る
「
想
世
界
」
と
「
実
世
界
」
と
の
対
立

を
「
悟
り
の
美
意
識
」
へ
と
昇
華
さ
せ
た
作
品
と
し
て
『
滝
口
入
道
』
を
位
置
づ
け
る
。

さ
ら
に
、
仙
台
の
第
二
高
等
中
学
校
時
代
に
ゲ
ー
テ
の
『
若
き
ウ
ェ
ル
テ
ル
の
悩
み
』
の
抄

訳
『
准
亭
郎
（
ヱ
ル
テ
ル
）
の
悲
哀
』（『
山
形
日
報
』
に
掲
載
）
と
『
滝
口
入
道
』
と
を
比
較

ヱ
ル
テ
ル

分
析
し
、
准
亭
郎
の
自
殺
へ
の
経
緯
が
『
滝
口
入
道
』
に
影
を
落
と
し
、『
平
家
物
語
』
や

『
太
平
記
』
を
典
拠
に
し
な
が
ら
も
、
そ
れ
ら
と
は
異
な
る
展
開
・
結
末
を
可
能
に
し
た
こ
と

を
明
ら
か
に
す
る
。

第
二
章
で
は
、
ロ
ラ
ン
・
バ
ル
ト
の
エ
ク
リ
チ
ュ
ー
ル
（
書
く
行
為
）
理
論
を
取
り
入
れ
て

『
滝
口
入
道
』
の
物
語
構
造
を
分
析
し
、
樗
牛
の
文
体
が
一
続
き
の
章
句
の
中
に
語
り
手
と
登

場
人
物
の
主
観
が
交
錯
し
、
流
動
す
る
、
柔
軟
で
重
層
的
な
構
造
を
持
つ
「
美
文
」
で
あ
る
こ

と
を
論
証
す
る
。
そ
の
上
で
、
樗
牛
の
文
体
は
日
本
の
近
代
文
学
が
生
成
す
る
過
程
で
見
失
っ
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た
「
可
能
性
」
で
あ
り
、
現
代
文
学
の
「
可
能
性
」
を
も
再
考
す
る
ヒ
ン
ト
と
な
る
と
提
言
す

る
。次

に
、『
滝
口
入
道
』
研
究
史
上
、「
最
高
の
精
度
を
持
っ
た
労
作
」
で
あ
り
な
が
ら
、
ほ
と

ん
ど
省
み
ら
れ
ず
に
埋
も
れ
て
し
ま
っ
た
と
す
る
、
後
藤
丹
治
の
業
績
を
取
り
上
げ
て
検
証
す

る
。後

藤
丹
治
は
『
滝
口
入
道
』
の
典
拠
を
、『
平
家
物
語
』
、『
太
平
記
』
、『
南
総
里
見
八
犬
伝
』

（
曲
亭
馬
琴
）
を
は
じ
め
、
樗
牛
が
見
る
こ
と
が
可
能
で
、
し
か
も
影
響
を
受
け
た
と
想
定
さ

れ
る
近
松
門
左
衛
門
、
同
時
代
作
家
の
尾
崎
紅
葉
、
幸
田
露
伴
、
通
俗
小
説
作
家
村
上
浪
六
な

ど
の
多
数
の
作
品
を
調
査
し
、
そ
の
影
響
関
係
を
論
述
し
た
。
論
者
は
後
藤
の
あ
げ
る
そ
れ
ら

の
作
品
と
『
滝
口
入
道
』
と
を
細
部
に
わ
た
っ
て
比
較
検
討
し
、
そ
の
見
解
の
合
理
・
非
合
理

（
妥
当
性
と
「
牽
強
付
会
」
性
）
を
明
ら
か
に
す
る
。
言
わ
ば
近
代
文
学
研
究
者
が
見
逃
し
て

い
た
後
藤
丹
治
の
業
績
を
洗
い
直
す
作
業
を
行
う
。

第
三
章
で
は
、『
滝
口
入
道
』
を
き
っ
か
け
と
し
て
坪
内
逍
遙
と
樗
牛
の
間
に
起
こ
さ
れ
た
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「
歴
史
劇
論
争
」
を
整
理
し
、
そ
の
意
味
づ
け
を
試
み
る
。『
読
売
新
聞
』
の
文
学
主
任
で

「
歴
史
小
説
・
歴
史
脚
本
」
懸
賞
の
審
査
員
で
も
あ
っ
た
坪
内
逍
遙
は
、
「
歴
史
劇
」
は
「
史
」

（
史
的
事
実
）
の
再
現
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、『
滝
口
入
道
』
は
「
今
様
の
空
想
」
だ
と
し
て

批
判
し
た
（「
歴
史
小
説
の
尊
厳
」）。
こ
れ
に
対
し
、
樗
牛
は
「
歴
史
戯
曲
」
と
は
「
詩
」
と

し
て
の
「
有
機
体
」
で
あ
り
、
そ
の
主
人
公
は
「
悲
劇
的
勇
者
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
反

論
し
た
。

論
者
は
こ
の
論
争
の
経
緯
を
振
り
返
り
、
逍
遙
の
方
に
樗
牛
説
に
対
し
て
「
詩
」
と
「
史
」

の
折
衷
案
が
用
意
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
推
定
す
る
が
、
論
争
は
中
絶
す
る
。
そ
の
背
後
に
樗
牛

の
側
に
、
日
清
・
日
露
戦
争
に
挟
ま
れ
た
明
治
中
期
、
日
本
の
あ
る
べ
き
方
向
を
さ
ぐ
る
国
家

主
義
・
日
本
主
義
の
主
張
、
さ
ら
に
ニ
ー
チ
ェ
の
個
人
主
義
・
天
才
主
義
の
鼓
吹
な
ど
、
文
明

批
評
へ
と
重
点
を
移
し
た
こ
と
が
介
在
し
た
と
結
論
づ
け
る
。
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論
文
審
査
の
結
果
の
要
旨

本
論
文
「
第
一
章
」
は
、
高
山
樗
牛
の
文
壇
登
場
作
『
滝
口
入
道
』
を
中
心
に
、
先
行
研
究

や
資
料
を
博
捜
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
そ
の
生
成
過
程
、
時
代
背
景
、
作
品
構
造
を
解
明
す
る

こ
と
を
試
み
た
も
の
で
、
多
く
の
新
見
が
出
さ
れ
て
い
る
。

な
か
で
も
樗
牛
の
思
想
的
立
場
を
「
個
人
主
義
」
と
す
る
従
来
説
を
「
歴
史
的
変
遷
に
よ
る

多
義
的
解
釈
」
で
あ
る
と
し
て
し
り
ぞ
け
、「
樗
牛
の
内
省
と
美
意
識
の
葛
藤
か
ら
形
成
さ
れ

く
ろ
が
ね

る
」「
個
我
主
義
」
と
命
名
し
、
そ
こ
か
ら
、
時
頼
の
帯
び
る
「
鉄
巻
の
丸
鞘
」
を
「
武
」、

す
り
ざ
め

美
し
い
女
性
の
介
在
に
よ
る
「
摺
鮫
の
鞘
巻
」（
細
鞘
）
を
「
恋
」、「
墨
染
の
衣
」
を
「
悟
」、

ね
り
ぎ
ぬ

「
練
布
の
白
衣
」
を
「
還
俗
」
の
、
そ
れ
ぞ
れ
喩
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
「
武
」
か
ら
「
恋
」
、

「
恋
」
か
ら
「
悟
」（
出
家
）、「
悟
」
か
ら
再
び
「
武
」（
還
俗
）・「
自
死
」
へ
と
自
己
を
自
在

に
変
容
さ
せ
る
物
語
と
し
て
解
釈
す
る
。
さ
ら
に
そ
う
し
た
自
由
さ
を
支
え
る
「
個
我
主
義
」

に
よ
り
、日
清
戦
争
開
戦
直
前
の
国
家
主
義
意
識
を
超
越
し
た
「
歴
史
に
伏
在
し
て
い
る
意
識
」
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を
抽
出
し
、
造
形
し
た
作
品
と
と
ら
え
直
す
。

そ
の
他
、
個
々
の
読
み
を
深
め
た
と
こ
ろ
は
随
所
に
あ
る
。
一
例
を
示
せ
ば
、
往
生
院
に
横

笛
が
滝
口
入
道
（
時
頼
の
出
家
名
）
を
訪
ね
る
場
面
で
「
恋
の
美
意
識
」（
横
笛
）
と
「
悟
の

美
意
識
」（
入
道
）
と
の
対
立
に
「
振
鈴
の
響
」（「
振
鈴
の
響
」
は
高
野
山
の
場
面
ほ
か
に
現

出
）
が
介
在
す
る
と
い
う
例
を
あ
げ
、
作
中
で
「
音
」
が
基
調
低
音
の
よ
う
に
鳴
り
響
く
と
い

う
指
摘
で
あ
る
。

本
論
の
優
れ
た
点
は
、
作
品
の
書
か
れ
た
時
代
状
況
と
読
み
と
を
関
連
さ
せ
、
作
品
を
時
代

の
中
の
〈
生
き
物
〉
と
し
て
有
機
的
に
と
ら
え
直
し
た
と
こ
ろ
に
あ
り
、
評
価
に
値
す
る
。
た

だ
し
、「
個
我
」
の
意
識
に
関
し
て
、
論
者
は
先
行
研
究
を
一
部
引
用
し
な
が
ら
、
北
村
透
谷

の
評
論
「
厭
世
詩
家
と
女
性
」
に
見
出
さ
れ
る
「
想
世
界
」・「
実
世
界
」
の
概
念
を
援
用
す
る

が
、
そ
の
問
題
は
透
谷
研
究
の
中
核
と
し
て
す
で
に
多
く
の
研
究
が
あ
り
、
論
争
も
行
わ
れ
て

い
る
。
こ
う
し
た
研
究
史
を
踏
ま
え
た
よ
り
複
合
的
な
立
論
が
必
要
で
は
な
か
っ
た
か
。

第
二
章
で
は
、『
滝
口
入
道
』
の
物
語
構
造
の
分
析
を
緻
密
に
行
い
、『
滝
口
入
道
』
の
「
美
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文
」
体
の
特
徴
を
、
時
頼
の
「
心
情
が
〈
直
接
表
現
（
話
法
）〉
で
あ
ら
わ
さ
れ
」
た
り
、「
突

如
と
し
て
〈
主
観
的
主
観
〉
に
切
り
替
わ
っ
」
た
り
、
彼
の
主
観
と
と
も
に
「
メ
タ
視
点
を
孕

ん
で
」
い
た
り
す
る
と
い
っ
た
「
非
合
理
的
な
重
層
性
」
を
持
ち
、
そ
れ
が
「
物
語
構
造
を
複

雑
化
さ
せ
る
」
と
と
も
に
「
読
み
手
側
の
（
想
像
の
）
可
能
性
を
広
げ
て
い
る
」
と
評
価
す
る
。

こ
の
よ
う
な
「
美
文
」
体
の
盛
行
は
日
露
戦
争
前
ま
で
で
、
以
後
急
速
に
衰
退
し
、
「
散
文
」

体
小
説
へ
と
移
行
す
る
。
論
者
は
日
本
の
近
代
小
説
が
「「
美
文
」
の
可
能
性
を
放
棄
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
簡
潔
」
と
な
り
、「
広
範
な
読
者
層
を
得
て
き
た
」
反
面
、「
美
文
」
の
持
つ
「
可

能
性
」、
言
い
換
え
れ
ば
自
在
な
文
体
と
そ
こ
に
社
会
・
国
家
と
対
峙
す
る
「
個
我
」
の
独
自

性
を
表
現
す
る
機
能
を
損
ね
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
。
そ
こ
か
ら
論
者
は
「
美
文
」
を
見
直

し
、
再
評
価
す
る
こ
と
を
提
言
す
る
。
こ
の
提
言
は
、
衰
退
期
と
言
わ
れ
る
現
在
の
文
学
界
、

ま
た
文
学
史
研
究
の
不
毛
な
現
在
の
学
界
に
対
す
る
発
言
と
し
て
傾
聴
に
値
す
る
。
難
を
言
え

ば
、「
美
文
」、「
物
語
構
造
」
の
定
義
を
、
当
時
の
他
の
作
家
の
作
品
、
あ
る
い
は
謡
曲
・
狂

言
・
歌
舞
伎
な
ど
の
古
典
と
の
関
係
を
含
め
た
広
い
視
野
か
ら
行
え
ば
、
よ
り
説
得
力
を
増
し
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た
は
ず
で
あ
る
。

次
に
、
近
代
文
学
研
究
者
が
看
過
し
て
き
た
典
拠
考
に
関
す
る
後
藤
丹
治
の
業
績
を
丹
念
に

掘
り
起
こ
し
、
そ
の
適
否
を
慎
重
に
吟
味
し
、
学
的
価
値
を
判
定
し
よ
う
と
し
た
こ
と
は
特
筆

さ
れ
て
い
い
。
な
か
で
も
、
後
藤
が
指
摘
す
る
村
上
浪
六
の
『
三
日
月
』、『
奴
の
小
万
』、『
深

見
笠
』
な
ど
の
撥
鬢
小
説
や
探
偵
小
説
と
の
影
響
関
係
は
、
こ
れ
ま
で
誰
も
触
れ
て
こ
よ
う
と

が
た
へ

い
か
う

し
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
一
例
を
挙
げ
れ
ば
、
横
笛
の
室
内
の
様
子
、「
側
に
あ
る
衣
桁
に

え

こ
き
や
う

は
紅
梅
萌
黄
の
三
衣
を
打
懸
け
て
、
焚
き
籠
め
し
移
り
香
に
（
中
略
）
柱
に
は
一
面
の
古
鏡
を

わ
ざ

た
ま
し
ひ

掛
け
て
、
故
と
な
ら
ぬ
女
の
魂
見
え
て
床
し
」（「
第
十
五
」）
が
『
奴
の
小
万
』
の
「
衣
桁
に

つ
と
め

は
源
氏
香
を
染
め
抜
き
し
勤
仕
の
衣
服
う
ち
か
け
て
（
中
略
）
幾
折
か
重
ね
た
る
白
紙
の
上
、

わ
ざ
と
な
ら
ず
赤
地
の
錦
も
て
包
め
る
懐
剣
を
載
せ
た
る
は
、
女
な
が
ら
武
家
奉
公
の
た
し
な

み
（
以
下
略
）」
に
つ
い
て
、
論
者
が
指
摘
す
る
よ
う
に
類
似
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
、

論
者
は
室
に
入
っ
て
く
る
の
が
老
女
の
冷
泉
で
あ
る
（『
滝
口
入
道
』）
の
に
対
し
、「
女
た
ら

し
の
美
男
」
筧
で
あ
る
こ
と
（『
奴
の
小
万
』）
を
も
っ
て
後
藤
の
指
摘
が
物
語
構
造
と
は
か
か
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わ
ら
な
い
こ
と
を
糾
す
。

こ
の
よ
う
に
、
資
料
の
博
捜
と
と
も
に
そ
の
学
的
価
値
を
判
定
す
る
こ
と
は
、
実
証
的
な
研

究
と
し
て
意
味
が
あ
る
。
た
だ
、
典
拠
と
い
う
個
々
の
事
例
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
ら
（
典
拠
作

品
）
が
『
滝
口
入
道
』
の
中
に
ど
の
よ
う
に
編
み
込
ま
れ
、
作
品
が
い
か
に
生
成
さ
れ
た
か
を

総
合
的
に
と
ら
え
る
理
論
化
が
必
要
で
あ
っ
た
ろ
う
。
そ
の
点
、
今
後
の
課
題
と
し
て
残
さ
れ

る
。第

三
章
は
、「
歴
史
劇
論
争
」
を
整
理
し
、
先
行
論
を
批
判
的
に
継
承
し
な
が
ら
そ
の
意
味

づ
け
を
行
い
、
文
学
史
的
な
側
面
に
照
明
を
当
て
た
点
が
評
価
さ
れ
る
。
た
し
か
に
、「
歴
史

劇
論
争
」
の
経
緯
と
そ
の
内
容
は
論
者
が
指
摘
す
る
と
お
り
、「
史
」
と
「
詩
」
の
対
立
で
あ

り
、
こ
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て
の
逍
遙
の
折
衷
案
を
探
り
当
て
た
の
は
新
見
と
言
え
る
。

文
学
史
の
上
か
ら
見
る
と
、「
歴
史
文
学
」
を
め
ぐ
る
問
題
は
、
そ
の
後
森
�
外
の
「
歴
史

其
儘
と
歴
史
離
れ
」（
一
九
一
五
）、
戦
後
に
お
け
る
大
岡
昇
平
と
井
上
靖
の
「『
蒼
き
狼
』
論

争
」（
一
九
六
一
）
な
ど
、
文
学
と
歴
史
・
社
会
・
文
化
と
の
か
か
わ
り
を
め
ぐ
る
重
要
課
題
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で
あ
る
。
今
後
の
論
者
の
研
究
課
題
と
し
て
は
、
大
局
的
な
立
場
か
ら
「
歴
史
文
学
」
に
つ
い

て
考
察
を
進
め
、
近
代
文
学
の
全
体
像
（
文
学
史
）
を
解
明
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

以
上
、
評
価
と
と
も
に
課
題
を
指
摘
し
て
き
た
。
樗
牛
文
学
の
難
解
さ
は
と
り
も
な
お
さ
ず
、

樗
牛
が
文
学
に
限
ら
ず
、
日
清
戦
争
か
ら
日
露
戦
争
へ
と
至
る
間
の
日
本
の
直
面
し
た
国
家
・

国
民
・
社
会
・
文
化
に
お
け
る
諸
問
題
を
諸
手
で
抱
え
込
み
、
そ
れ
ら
輻
輳
す
る
諸
問
題
を
筆

に
よ
っ
て
表
象
し
よ
う
と
し
た
こ
と
に
起
因
す
る
。
そ
う
し
た
型
破
り
の
大
作
家
の
総
体
を
と

ら
え
る
こ
と
の
難
し
さ
は
、
い
ま
さ
ら
言
う
ま
で
も
な
い
。
論
者
の
研
究
者
と
し
て
の
資
質
と

精
進
と
に
よ
っ
て
、
近
い
将
来
そ
れ
が
克
服
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

付
言
す
れ
ば
、
基
本
的
な
問
題
と
し
て
『
滝
口
入
道
』
の
本
文
・
テ
ク
ス
ト
は
初
出
『
読
売

新
聞
』
連
載
稿
、
作
者
生
前
刊
行
の
春
陽
堂
版
稿
、
死
後
姉
崎
嘲
風
の
手
入
れ
に
よ
る
全
集
版

稿
そ
の
他
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
誤
字
・
脱
字
・
ル
ビ
の
異
同
・
改
稿
な
ど
問
題
が
多
く
、
決

定
稿
で
は
な
い
。
所
在
は
明
確
で
な
い
が
、
作
者
の
手
書
き
原
稿
が
残
さ
れ
て
い
る
と
聞
く
。

そ
れ
ら
を
含
め
て
テ
ク
ス
ト
・
ク
リ
テ
ィ
ー
ク
を
い
っ
そ
う
進
め
る
こ
と
も
大
切
な
作
業
で
あ
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る
。論

者
は
岡
山
大
学
大
学
院
文
化
科
学
研
究
科
社
会
文
化
基
礎
学
博
士
課
程
前
期
修
了
を
経
て
、

平
成
十
九
年
、
本
学
文
学
研
究
科
日
本
文
学
専
攻
博
士
課
程
後
期
に
進
学
し
、
進
学
後
、
修
士

論
文
を
も
と
に
単
著
『
高
坂
正
顕
―
「
京
都
学
派
」
と
「
歴
史
哲
学
」』（
燈
影
社
、
平
成
二
十

年
八
月
）
を
上
梓
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
千
田
義
光
教
授
の
書
評
（『
國
學
院
雑
誌
』
平
成

二
十
一
年
三
月
、
巻
号
略
）
が
す
で
に
あ
る
。
そ
の
他
、「
成
島
柳
北
『
柳
橋
新
誌
』
に
お
け

る
内
的
機
制
の
考
察
」（『
國
學
院
雑
誌
』
平
成
二
十
一
年
七
月
、
同
論
に
よ
り
國
學
院
雑
誌
学

生
懸
賞
論
文
入
選
）、「
小
林
秀
雄
に
お
け
る
「
問
い
」
の
行
程
」（『
國
學
院
雑
誌
』
平
成
二
十

二
年
七
月
）
の
ほ
か
、
國
學
院
大
學
國
文
学
会
秋
季
大
会
（
平
成
二
十
一
年
十
一
月
八
日
）
口

頭
発
表
、
そ
の
他
が
あ
り
、
研
究
者
と
し
て
今
後
の
活
躍
が
期
待
で
き
る
。
よ
っ
て
本
論
文
の

提
出
者
花
澤
哲
文
君
は
、
博
士
（
文
学
）
の
学
位
を
授
与
さ
れ
る
資
格
が
あ
る
と
認
定
し
た
。
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平
成
二
十
四
年
二
月
十
六
日

主
査

國
學
院
大
學
大
学
院
客
員
教
授

池

内

輝

雄

◯印

副
査

國
學
院
大
學
教
授

上

田

正

行

◯印

副
査

國
學
院
大
學
教
授

石

川

則

夫

◯印

副
査

國
學
院
大
學
大
学
院
客
員
教
授

傳

馬

義

澄

◯印
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